
高知県　三原村 経営比較分析表（令和6年度決算）
分析欄

業務名 業種・事業名 管理者の情報 自己資本構成比率（％） 剰余金の使途について（具体的な使用実績事業を記入してください） １．経営の状況について

法非適用 電気事業 非設置 該当数値なし 基金への積立の有無…無
一般会計への繰出しの有無…有
　 目的：むらおこし基金への積立　　　28,809千円
その他の有無…無

・企業債等の借入を行っておらず安定した発電量も確保され、運営費用は全て売
電収入で賄っており現状健全に運営されている。

・収益的収支比率は100％である。施設整備、運営等において地方債の活用がな
いため、一般会計繰入金、地方債償還金も発生しておらず料金収入のみで安定し
た経営を行っている。

・営業収支比率252.1％となっており、大規模な修繕費等もなく営業収支のみで
運営経費は十分賄えている。

・供給原価については42,676.5円であり、平均値に比べて高い水準にあるが営業
費用以外のほぼ全額を一般会計に繰り出しており、地方債償還等も発生していな
いが収益に当たる額である繰り出し金を含めての供給原価であるため高水準と
なっている。

水力発電所数 ごみ発電所数 風力発電所数 太陽光発電所数

- 令和15年12月12日　三原村太陽光発
電所

令和15年12月12日　三原村太陽光発
電所

無

売電先 地産地消の見える化率（％）※1

- - - 1

その他発電所数 料金契約終了年月日 ＦＩＴ・ＦＩＰ適用終了年月日 電力小売事業実施の有無

四国電力株式会社 0.8

※1 行政区域内の需要家に小売されたことが客観的に明らかであるものを計上。なお、この基本情報をもって全ての地産地消エネルギーへの取り組みを評価するものではない。

年間発電電力量（MWh） R02 R03 R04 R05

ごみ発電 - - - - -

R06

水力発電 - - - - -

太陽光発電 1,220 1,171 1,180 1,129 1,128

風力発電 - - - - -

ＦＩＴ・ＦＩＰ以外 ＦＩＴ・ＦＩＰ 合計

年間電灯電力料収入（千円） - 43,414 43,414

合計 1,220 1,171 1,180 1,129 1,128

１．経　営　の　状　況

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R05 R03 R04 R05 R06R05 R06 R02
■当該値 102.6 101.1 101.3 94.7 100.0

R02 R03 R04R06 R02 R03 R04 R05 R06
677 ▲ 2,714 -■当該値 42,907.5 43,505.2 43,452.6 46,035.7 42,676.5

■平均値 141.8 138.2 135.0 136.6 127.3
■当該値 1,336 560■当該値 - - - - -■当該値 1,911.7 1,496.7 1,123.6 1,478.8 252.1

■平均値 - - - - -■平均値 238.0 227.5 238.5 235.0 217.6 ■平均値 36,820 35,532 36,111 39,983 32,708■平均値 18,998.7 17,544.5 19,886.6 23,723.7 22,709.8

２．経営のリスクについて

・企業債等の借入を行っておらず安定した発電量も確保され、運営費用は全て売
電収入で賄っており現状健全に運営されている。制度終了後の収入減少について
が今後の検討事項である。

・設備利用率については平均値より高い水準にあり効率的な運営を継続してい
る。

・修繕費比率については前年度、本年度ともに0％であり現状経営に悪影響を及
ぼす状況にない。

・企業債残高対料金収入比率については企業債の借り入れを行っていないため
0％である。

・FIT収入割合については100％であり平均値とほぼ同等である。制度終了後の収
入減少については今後の検討事項である。

●施設全体 ●発電型式別

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03R02 R03 R04 R05 R06 R02

２．経　営　の　リ　ス　ク

- - ■当該値 -
R05 R06

■当該値 18.6 17.8 18.0 17.1 17.2 ■当該値 -
R04 R05 R06 R02 R03 R04R03 R04 R05 R06

17.8 18.0 17.1 17.2
■平均値 29.1 29.6 29.1 27.5 26.6

- - - - ■当該値 18.6- - - - ■当該値 -- -
■平均値 - - - - -■平均値 - - - - - ■平均値 14.9 14.3 13.8 14.2 14.1■平均値 - - - - -

R03 R04R03 R04 R05 R06 R02 R03R02 R03 R04 R05 R06 R02
- ■当該値 - -

R06
■当該値 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 ■当該値 - -

R05 R06 R02 R03 R04 R05R04 R05 R06 R02
0.0 0.0 0.0

■平均値 6.3 5.0 4.1 12.3 5.3 ■平均値

- - - ■当該値 0.0 0.0- - - ■当該値 - -- -
1.8 2.7 9.7 4.1

R02 R03 R04 R05 R06

- - - - - ■平均値- - - - - ■平均値- - -

R02 R03R02 R03 R04 R05 R06 R02

1.8- - ■平均値

- - ■当該値 -
R05 R06

■当該値 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 ■当該値 -
R04 R05 R06 R02 R03 R04R03 R04 R05 R06

0.0 0.0 0.0 0.0
■平均値 156.6 197.3 179.5 171.6 191.4

- - - - ■当該値 0.0- - - - ■当該値 -- -
■平均値 - - - - -■平均値 - - - - - ■平均値 125.8 119.4 113.0 99.1 88.2■平均値 - - - - -

全体総括
R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R05 R03 R04 R05 R06 　企業債等の借入や、一般会計繰入金に依存することもなく営業収益のみで運営

を賄い、営業費用外を繰出金として一般会計に繰り出しており、現在大きな修繕
等もなく経営自体は健全な状態にあると考えている。
　担当している職員は他業務との兼任であるため、人材確保および給与等の増加
の影響を受けていない。
　また、物価高騰における費用増加についても現状では影響が少ないと考える。
　今後は高額な修繕や更新費用の発生、また制度終了後の収入減少などが課題と
なってくる。
　経営戦略については平成30年度に作成済みである。

R06 R02
■当該値 - - - -

- ■平均値

- - -
R02 R03 R04 R05R06 R02 R03 R04 R05 R06

- -- ■当該値 - - - -- -
■平均値 - - - - - ■平均値 - -

- ■当該値 - - - -- ■当該値 - -
- -

■当該値 -
-

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03

- - - ■平均値 - -- - - ■平均値 - -- - - -

R04 R05 R06 R02 R03 R04
100.0 100.0 100.0

R06 R02 R03 R04 R05 R06R05 R06 R02 R03 R04 R05
■当該値 100.0■当該値 - - - - -■当該値 - - - -

-■平均値 87.4 91.0 84.7 76.7 86.8
100.0 100.0 100.0■当該値 100.0 100.0

※ 令和2年度から令和6年度における各指標の全国平均値は、当時の団体数を基に算出していますが、設備利用率及び修繕費比率、企業債残高対料金収入比率、FIT・FIP収入割合については、令和6年度の団体数を基に平均値を算出しています。

■平均値 98.9 99.7 99.8 99.7 99.7■平均値 - - - - -■平均値 - - -
100.0■当該値 - -

- -■平均値 - - - -
- - - -
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該当数値なし
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